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いわみいわみ
議会だより議会だより

６月定例会６月定例会
２２ 屋内型こどもの遊び場を整備屋内型こどもの遊び場を整備
３３ 審議結果と賛否審議結果と賛否
４４ 町民の声を聞きました町民の声を聞きました
５５ ５議員が町政を５議員が町政を質質

た だた だ

すす
1111 町制施行 70周年を祝う町制施行 70周年を祝う
1212 意見交換会の参加者にインタビュー意見交換会の参加者にインタビュー
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2028ロサンゼルスオリンピック2028ロサンゼルスオリンピック

コースタルローイング大会がコースタルローイング大会が

 東浜海岸で開催 東浜海岸で開催！！！！

目指せ目指せ金メダル金メダル！！！！



５月臨時会の審議結果と賛否の状況
【全員一致で可決、承認した議案】

議　　案

補
正

５年度一般会計補正予算（第９号）（専決処分）
条
例

税条例一部改正（専決処分）

５年度病院事業会計補正予算（第３号）（専決処分） 国民健康保険税条例の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正

６月定例会の審議結果と賛否の状況
【全員一致で可決、承認した議案】

議　　案
そ
の
他
財産の取得について 権利の放棄について

条
例町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正

補
正６年度一般会計補正予算（第１号）

議
会町議会会議規則の一部改正 地方財政の充実・強化を求める意見書

【賛否が分かれた議案】
議　　案 審議結果 賛否の状況

そ
の
他
鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議 可　決 反対：田中克美

補
正６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決 反対：田中克美

請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果
件　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由等

地方財政の充実・強化を求め
る陳情

採択
（意見書
提出）

（採択）
橋本　恒、升井祐子
森田洋子、𠮷田保雄
田中伸吾、寺垣智章
宮本純一、川口耕司
柳　正敏、澤　治樹
（不採択）
田中克美

―

討
　
論

討
　
論

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議

反　
対
（
田
中
　
克
美
議
員
）

　
現
行
の
被
保
険
者
証
の
発
行
を
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
医
療
関
係
団
体
な
ど

諸
団
体
が
明
確
な
反
対
の
意
思
を
表
明
し

て
い
る
。
ま
た
、世
論
調
査
に
お
い
て
も
、

同
様
に
反
対
の
意
見
が
多
数
で
あ
る
。
多

く
の
反
対
の
意
見
を
無
視
し
て
被
保
険
者

証
の
発
行
を
廃
止
す
る
こ
と
を
容
認
す
る

の
が
、
今
回
の
規
約
の
変
更
で
あ
る
。

６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

反　
対
（
田
中
　
克
美
議
員
）

　
世
論
の
圧
倒
的
多
数
が
、
保
険
証
廃
止

の
撤
回
、
延
期
を
求
め
て
い
る
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
陳
情

（
採
択
）

不
採
択
（
田
中
　
克
美
議
員
）

　
国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
財
源
移
譲
は
地

域
格
差
を
広
げ
る
。
国
推
進
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
自
治
体
独
自
の
政
策
を
制
約
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
こ

の
よ
う
に
地
方
自
治
を
壊
す
問
題
点
へ
の

批
判
的
視
点
が
な
く
、
財
政
支
援
だ
け
を

求
め
て
い
る
。
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こどもこどものの遊び場遊び場 屋内型 整備へ整備へ
旧本庄小学校体育館解体

６月定例会
　

６
月
定
例
会
を
、
６
月

18
日
か
ら
20
日
ま
で
３
日

間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
７
議
案
を
、
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
発
議
案
２

件
を
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
の
概
要

主
な
議
案
の
概
要

新しい施設との連携が期待される「遊びの広場」

一
般
会
計
補
正
予
算

　
４
４
６
８
万
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
75
億
７
６
８
万
円
と
し

ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

本
庄
ス
ポ
ー
ツ
施
設
解
体
事
業
費

３
３
５
３
万
円

　
雨
天
時
な
ど
で
も
子
ど
も
が
利

用
可
能
な
施
設
の
整
備
を
求
め
る

意
見
や
、
本
庄
地
区
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
整
備
の
要
望
を
受
け

て
い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
本
庄
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
解
体

撤
去
を
行
い
、
複
合
施
設
の
整
備

を
行
う
。

認
知
症
治
療
費
補
助
金

40
万
円

　
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
「
鳥
取

県
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
治
療
薬
補
助

金
」
を
創
設
し
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
早
期
検
査
及
び

治
療
に
向
か
う
町
民
の
生
活
負
担

の
軽
減
を
目
的
に
、
認
知
症
治
療

費
補
助
金
を
新
設
す
る
。

　
補
助
対
象
は
、
治
療
を
開
始
す

る
前
に
受
け
た
検
査
、治
療
費
で
、

上
限
40
万
円
。

※
治
療
開
始
前
に
実
施
し
た
検
査

に
か
か
る
費
用（
10
／
10
）

※
治
療
に
か
か
る
費
用（
１
／
２
）

児
童
手
当
事
務
費３

３
７
万
円
増
額

　
児
童
手
当
制
度
改
正
に
伴
い
６

年
10
月
分
か
ら
の
拡
充
支
給
を
行

う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
。

　
拡
充
内
容
は
、
所
得
制
限
の
撤

廃
、
支
給
期
間
を
高
校
生
年
代
ま

で
延
長
、
第
３
子
以
降
は
月
額

１
万
５
千
円
か
ら
３
万
円
に
増

額
。

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

事
業
費

50
万
円
増
額

　
７
月
に
東
浜
海
岸
で
ジ
オ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
振
興
に
つ
な
が
る
事
業

と
し
て
実
施
さ
れ
る
「
東
浜
子
ど

も
ビ
ー
チ
フ
ェ
ス
」
に
係
る
経
費

を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

　
２
８
１
万
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
13
億
６
０
２
３
万
円
と
し

ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の

一
般
事
務
費

59
万
円
増
額

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
保
険

証
の
一
体
化
に
伴
う
制
度
周
知
及

び
被
保
険
者
の
加
入
者
情
報
送
付

に
係
る
事
務
費
の
増
額
。

シ
ス
テ
ム
等
委
託
料

２
７
０
万
円
増
額

　
資
格
確
認
証
の
発
行
及
び
す
べ

て
の
被
保
険
者
に
送
付
す
る
加
入

者
情
報
の
発
行
な
ど
に
係
る
シ
ス

テ
ム
改
修
費
の
増
額
。
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５月臨時会の審議結果と賛否の状況
【全員一致で可決、承認した議案】

議　　案

補
正

５年度一般会計補正予算（第９号）（専決処分）
条
例

税条例一部改正（専決処分）

５年度病院事業会計補正予算（第３号）（専決処分） 国民健康保険税条例の一部改正（専決処分）
国民健康保険税条例の一部改正

６月定例会の審議結果と賛否の状況
【全員一致で可決、承認した議案】

議　　案
そ
の
他
財産の取得について 権利の放棄について

条
例町長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の一部改正 町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正

補
正６年度一般会計補正予算（第１号）

議
会町議会会議規則の一部改正 地方財政の充実・強化を求める意見書

【賛否が分かれた議案】
議　　案 審議結果 賛否の状況

そ
の
他
鳥取県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議 可　決 反対：田中克美

補
正６年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可　決 反対：田中克美

請　願　・　陳　情　の　審　査　結　果
件　　名 結　果 賛否の状況 不採択の理由等

地方財政の充実・強化を求め
る陳情

採択
（意見書
提出）

（採択）
橋本　恒、升井祐子
森田洋子、𠮷田保雄
田中伸吾、寺垣智章
宮本純一、川口耕司
柳　正敏、澤　治樹
（不採択）
田中克美

―

討
　
論

討
　
論

鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議

反　
対
（
田
中
　
克
美
議
員
）

　
現
行
の
被
保
険
者
証
の
発
行
を
廃
止
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
医
療
関
係
団
体
な
ど

諸
団
体
が
明
確
な
反
対
の
意
思
を
表
明
し

て
い
る
。
ま
た
、世
論
調
査
に
お
い
て
も
、

同
様
に
反
対
の
意
見
が
多
数
で
あ
る
。
多

く
の
反
対
の
意
見
を
無
視
し
て
被
保
険
者

証
の
発
行
を
廃
止
す
る
こ
と
を
容
認
す
る

の
が
、
今
回
の
規
約
の
変
更
で
あ
る
。

６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

反　
対
（
田
中
　
克
美
議
員
）

　
世
論
の
圧
倒
的
多
数
が
、
保
険
証
廃
止

の
撤
回
、
延
期
を
求
め
て
い
る
。

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
陳
情

（
採
択
）

不
採
択
（
田
中
　
克
美
議
員
）

　
国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
財
源
移
譲
は
地

域
格
差
を
広
げ
る
。
国
推
進
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
、
自
治
体
独
自
の
政
策
を
制
約
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
抑
制
に
つ
な
が
る
。
こ

の
よ
う
に
地
方
自
治
を
壊
す
問
題
点
へ
の

批
判
的
視
点
が
な
く
、
財
政
支
援
だ
け
を

求
め
て
い
る
。
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一般質問
５議員が５議員が町政町政をを質す質す

ただただ

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を
得て質問します。
　質問時間は１人３０分以内（答弁の時間を
除く）で、一問一答方式で何度でも質問で
きます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、
住民の声にもとづき、町執行部の方針
を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。

６月定例会の一般質問（登壇順）

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

柳　正敏 ６ １　少子高齢化、人口減少社会への対応について

橋本　恒 ７ １　人口減少対策の具体案は

𠮷田保雄 ８ １　岩美町の「活性化」について

升井祐子 ９
１　観光地としての発展とインバウンドの受け入れ体制はどうか
２　移住者が定住するための対応について

田中克美 10

１　国保税の子どもの均等割を町独自に免除・軽減を
２　町の正規職員と会計年度任用職員の待遇の差について
３　「デジタル田園都市国家構想」総合戦略にもとづく「地域創生総合
戦略」の危うさについて

・議会だよりでは、内容を１議員１ページに要約しています。議会ホームページでは、動画をご覧いただけます。
・会議録は、９月頃から議会事務局や議会ホームページでご覧いただけます。
・一般質問の各ページのＱＲコードから各議員の一般質問の動画がご覧いただけます。

（産業福祉グループ）（総務教育グループ）
　議会活動の在り方検討特別委員会は6月23日、
中央公民館において「町民と議会との意見交換会」
を開きました。
　13名の方が、総務教育グループ、産業福祉グ

ループのそれぞれに参加され、「まちづくり」、「子
育て支援」、「農林漁業」などのテーマにそって、
活発に意見が交わされました。

議会は、総務教育、産業福祉の２常任委員会で、お聞きした意見を整理し研究・深掘りしていきます。
町民のみなさんに報告としてお返しします。

意見交換会への お聞きした主な意見

今回と同じような機会を持ってもらい、
出された意見を検討した内容をふくめ
て、継続してやってもらいたい。

今日の会の案内があって、すごい活動だ
と思いまして、いろいろ考えてきました。

地域活性化には、町民が議会に参画すること
は絶対に必要だと思う。ワークショップなど
議会がいろいろやっていただければと思う。

今回の意見交換会は非常にいいことだと
思って参加した。

意見交換会は年２回では足りない。

●新規の店など人が集まる仕組みを。
●恵まれた資源（自然、人）を活かす。
●地域全体で子どもたちを育てる。
●「道の駅」の有効活用を。
●町が買い取るなどして岩美駅前の
活性化を。

●岩美高校の魅力化。
●公共交通の利用拡大により岩美駅
の繁栄を。
●自然保護とジオパークの活用。
●給食の無償化。
●企業誘致で働く場づくり。
●交流人口を増やす。
●岩美高生と元気な高齢者の活躍を。
●みんなが集まって語れる場所を。
●小田線に商店がない―災害時の備えを。
●山、温泉にも「お試し住宅」を。
●六次産業の振興。

今回は、議会が政策提言などすることが
視野にあるということで、なかなか大し
た想定をされていると思っている。新た
な実験かなと感じているので頑張って。

感 想

町民の
　みなさんの を聞きました声

いわみ議会だよりNo.160 4
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一般質問
５議員が５議員が町政町政をを質す質す

ただただ

【質問のルール】
　事前に質問要旨を通告し、議長の許可を
得て質問します。
　質問時間は１人３０分以内（答弁の時間を
除く）で、一問一答方式で何度でも質問で
きます。

　一般質問は、議員が自らの調査・研究、
住民の声にもとづき、町執行部の方針
を質すものです。
　結果として「現行の政策変更」や「新
規政策を採用」させるなどの効果があ
ります。

６月定例会の一般質問（登壇順）

質問議員 ページ 質問事項（通告書のまま）

柳　正敏 ６ １　少子高齢化、人口減少社会への対応について

橋本　恒 ７ １　人口減少対策の具体案は

𠮷田保雄 ８ １　岩美町の「活性化」について

升井祐子 ９
１　観光地としての発展とインバウンドの受け入れ体制はどうか
２　移住者が定住するための対応について

田中克美 10

１　国保税の子どもの均等割を町独自に免除・軽減を
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一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

橋
本　
恒 

議
員

橋
本 

「
人
口
戦
略
会
議
」
は
消

滅
可
能
性
自
治
体
を
公
表
し
、
本

町
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
が
、

こ
の
分
析
結
果
の
受
け
止
め
は
ど

う
か
。

町
長 

対
象
自
治
体
に
対
す
る
警

鐘
だ
と
受
け
止
め
て
お
り
、
策
定

し
て
い
る
総
合
戦
略
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
決
意
だ
。

橋
本 

社
会
減
対
策
は
、
ま
ず
定

住
対
策
だ
。

　
住
み
や
す
い
魅
力
あ
る
町
に
し

て
い
け
ば
転
出
の
抑
制
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長 

町
に
住
み
続
け
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番
大
切
で
、
そ
う
い
う

施
策
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
や
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
が
、
結
果
的
に
移
住
で
住

み
た
い
町
に
な
る
と
考
え
る
。

橋
本 

リ
フ
ォ
ー
ム
や
建
替
え
支

援
、町
営
住
宅
の
再
整
備
の
促
進
、

民
間
家
賃
の
補
助
な
ど
「
住
」
に

対
す
る
支
援
の
充
実
が
必
要
だ
。

町
長 

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補

助
制
度
の
新
設
や
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
耐
震
の
な
い
住

宅
の
取
り
壊
し
と
新
築
に
、
も
う

少
し
手
厚
い
支
援
が
で
き
な
い
か

研
究
を
し
て
い
る
。

橋
本 

あ
る
「
恋
愛
・
結
婚
調
査
」

で
は
、
20
〜
40
代
未
婚
者
の
中

で
現
在
恋
人
が
い
な
い
の
は
70
・

３
％
、
そ
の
う
ち
結
婚
を
し
た
い

は
46
・
１
％
で
、
未
婚
者
も
高
い

割
合
で
結
婚
願
望
が
有
る
と
思
わ

れ
る
が
。

町
長 

結
婚
を
望
む
割
合
は
時
代

の
流
れ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
減
っ
て
い
る
が
、
一
定

割
合
は
結
婚
を
望
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

橋
本 

恋
愛
・
結
婚
相
手
の
「
自

ら
が
良
い
と
感
じ
ら
れ
る
出
会
い

方
」で
、「
婚
活
サ
ー
ビ
ス
」は「
職

縁
」「
学
校
・
サ
ー
ク
ル
」「
地
縁
・

血
縁
・
お
見
合
い
」
に
比
べ
低
い
。

　
婚
活
支
援
は
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
活
用
で
良
い
の
か
。

町
長 

今
の
や
り
方
だ
け
で
い
い

の
か
と
い
う
と
、
実
績
も
含
め
、

も
う
少
し
伸
び
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
だ
。

　
男
女
の
出
会
い
を
ど
う
作
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
大

事
だ
。

橋
本 

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
交
際
や
、

結
婚
に
至
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

　
出
会
い
の
場
と
し
て
、
若
い
世

代
対
象
の
社
会
教
育
・
社
会
体
育

の
振
興
が
必
要
だ
。

町
長 

若
者
が
中
心
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
や
っ
て
い
く
仕
組
み
が
増

え
る
こ
と
を
、
行
政
と
し
て
ど
う

仕
掛
け
て
い
く
の
が
良
い
の
か
、

よ
く
検
討
し
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
た

い
。橋

本 

昨
年
、
出
生
率
１
位
の
沖

縄
県
金
武
町
で
、
少
子
化
対
策
の

行
政
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

　
金
額
に
差
は
あ
る
が
本
町
の
子

育
て
支
援
策
は
、
金
武
町
に
劣
っ

て
い
な
い
と
思
う
が
、
町
長
の
認

識
は
ど
う
か
。

町
長 

私
も
本
町
と
金
武
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
対
比
し

て
み
た
が
、
大
き
な
見
劣
り
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

橋
本 

出
生
率
向
上
に
は
多
子
世

帯
の
経
済
支
援
が
セ
ッ
ト
だ
と
考

え
る
が
、
支
援
を
充
実
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長 

さ
ら
に
拡
充
と
い
う
考
え

は
持
っ
て
い
な
い
。

橋
本 
妊
娠
出
産
に
よ
っ
て
世
代

を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
尊
い
こ

と
だ
と
教
え
る
「
生せ

い

教
育
」
が
必

要
だ
。

大
西
教
育
長 

つ
な
が
り
続
け
る

命
の
尊
さ
と
か
自
己
の
生
き
方
な

ど
を
関
係
づ
け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
大
切
で
、
保
健
体
育
な
ど
を
は

じ
め
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

橋本　恒議員

定
住
対
策
に
「
住
」
の
支
援
を
充
実
せ

よ 

橋
本
　
恒
議
員

耐
震
性
の
な
い
住
宅
の
建
替
え
な
ど
の

支
援
を
研
究
し
て
い
る 

長
戸
町
長

（このQRコードから動画が
 ご覧いただけます）

生生
せいせい

教育の実践教育の実践
（赤ちゃんふれあい会）（赤ちゃんふれあい会）
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柳 

民
間
組
織
「
人
口
戦
略
会
議
」

の
将
来
的
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ

る
と
見
な
さ
れ
た
全
国
７
４
４
自

治
体
の
一
覧
が
公
表
さ
れ
、
本
町

も
そ
の
中
の
該
当
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
人
口
推
計
を
確
認
す

る
。大

西
企
画
財
政
課
長 　 

国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
公
表

で
２
０
２
０
年
の
国
勢
調
査
人
口

１
０
７
９
９
人
に
対
し
、
30
年
後

の
２
０
５
０
年
は
６
１
６
８
人
と

推
計
さ
れ
て
い
る
。

柳 

今
後
の
人
口
減
少
対
策
を
ど

う
進
め
ら
れ
る
か
？

町
長 

現
在
、
本
町
に
お
住
ま
い

の
町
民
に
住
み
続
け
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
主
眼
に
置
く
。

　
人
口
減
少
を
重
要
な
課
題
と
位

置
付
け
し
た
地
域
創
生
総
合
戦
略

に
掲
げ
た
子
育
て
支
援
・
高
齢
者

施
策
・
若
者
世
代
応
援
制
度
・
住

居
支
援
・
移
住
定
住
対
策
・
就
学

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

確
実
に
実
行
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
、
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
必

要
な
見
直
し
も
し
、
新
た
な
施
策

に
取
り
組
む
。

柳 

現
在
４
６
０
余
り
と
な
っ
て

い
る
町
内
の
空
き
家
の
活
用
は
、

空
き
家
対
策
と
共
に
、
移
住
・
定

住
に
も
繋
が
る
有
効
か
つ
重
要
な

対
策
で
あ
る
。

　
今
後
、
何
を
重
点
に
取
り
組
ま

れ
る
か
。

町
長 

ま
ず
、
活
用
で
き
る
段
階

で
、
情
報
提
供
い
た
だ
け
る
よ
う

呼
び
か
け
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
。
空
き
家
登
録
の
際
の
支
援
制

度
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
工
夫

を
し
た
い
。

　
ま
た
来
年
度
に
向
け
、
耐
震
化

と
あ
わ
せ
た
制
度
新
設
の
指
示
を

し
て
い
る
。

柳 

災
害
時
で
の
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
自
主

防
災
組
織
な
ど
共
助
の
部
分
の
再

検
討
が
急
が
れ
る
。

町
長 

高
齢
化
が
進
む
中
、
自
主

防
災
組
織
の
再
編
成
も
見
据
え
、

関
係
団
体
と
議
論
し
、
共
助
の
仕

組
み
の
研
究
を
進
め
た
い
。

柳 

近
年
、
訪
日
客
の
増
加
に
よ

り
外
国
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ
て

き
て
い
る
。

　

外
国
語
に
よ
る
情
報
通
信
や
、

対
訪
日
客
の
企
画
な
ど
を
、
期
待

し
、
採
用
を
検
討
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。

町
長 

全
国
で
１
５
０
人
程
度
の

外
国
人
隊
員
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
年
々
増
加
傾
向
だ
。

　
観
光
協
会
と
も
相
談
し
な
が
ら

採
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

柳　正敏議員

人
口
減
少
社
会
に
ど
う
対
応
す
る
の
か

 

柳
　
正
敏
議
員

総
合
戦
略
を
確
実
に
実
行
し
な
が
ら
新

た
な
施
策
に
も
取
り
組
む 

長
戸
町
長

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

柳　
正
敏 

議
員

（このQRコードから動画が
 ご覧いただけます）

これからもみんなでこのまちを守り育てるぞ～これからもみんなでこのまちを守り育てるぞ～
（沓井地区民総出のもちつき大会）（沓井地区民総出のもちつき大会）
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一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

橋
本　
恒 

議
員

橋
本 

「
人
口
戦
略
会
議
」
は
消

滅
可
能
性
自
治
体
を
公
表
し
、
本

町
も
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
が
、

こ
の
分
析
結
果
の
受
け
止
め
は
ど

う
か
。

町
長 

対
象
自
治
体
に
対
す
る
警

鐘
だ
と
受
け
止
め
て
お
り
、
策
定

し
て
い
る
総
合
戦
略
を
着
実
に
実

行
し
て
い
く
決
意
だ
。

橋
本 

社
会
減
対
策
は
、
ま
ず
定

住
対
策
だ
。

　
住
み
や
す
い
魅
力
あ
る
町
に
し

て
い
け
ば
転
出
の
抑
制
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長 

町
に
住
み
続
け
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番
大
切
で
、
そ
う
い
う

施
策
を
中
心
に
置
き
な
が
ら
や
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
が
、
結
果
的
に
移
住
で
住

み
た
い
町
に
な
る
と
考
え
る
。

橋
本 
リ
フ
ォ
ー
ム
や
建
替
え
支

援
、町
営
住
宅
の
再
整
備
の
促
進
、

民
間
家
賃
の
補
助
な
ど
「
住
」
に

対
す
る
支
援
の
充
実
が
必
要
だ
。

町
長 

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補

助
制
度
の
新
設
や
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
、
耐
震
の
な
い
住

宅
の
取
り
壊
し
と
新
築
に
、
も
う

少
し
手
厚
い
支
援
が
で
き
な
い
か

研
究
を
し
て
い
る
。

橋
本 

あ
る
「
恋
愛
・
結
婚
調
査
」

で
は
、
20
〜
40
代
未
婚
者
の
中

で
現
在
恋
人
が
い
な
い
の
は
70
・

３
％
、
そ
の
う
ち
結
婚
を
し
た
い

は
46
・
１
％
で
、
未
婚
者
も
高
い

割
合
で
結
婚
願
望
が
有
る
と
思
わ

れ
る
が
。

町
長 

結
婚
を
望
む
割
合
は
時
代

の
流
れ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
減
っ
て
い
る
が
、
一
定

割
合
は
結
婚
を
望
ん
で
い
る
と
認

識
し
て
い
る
。

橋
本 

恋
愛
・
結
婚
相
手
の
「
自

ら
が
良
い
と
感
じ
ら
れ
る
出
会
い

方
」で
、「
婚
活
サ
ー
ビ
ス
」は「
職

縁
」「
学
校
・
サ
ー
ク
ル
」「
地
縁
・

血
縁
・
お
見
合
い
」
に
比
べ
低
い
。

　
婚
活
支
援
は
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
活
用
で
良
い
の
か
。

町
長 

今
の
や
り
方
だ
け
で
い
い

の
か
と
い
う
と
、
実
績
も
含
め
、

も
う
少
し
伸
び
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
だ
。

　
男
女
の
出
会
い
を
ど
う
作
っ
て

い
く
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
番
大

事
だ
。

橋
本 

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
や
ス

ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
交
際
や
、

結
婚
に
至
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。

　
出
会
い
の
場
と
し
て
、
若
い
世

代
対
象
の
社
会
教
育
・
社
会
体
育

の
振
興
が
必
要
だ
。

町
長 

若
者
が
中
心
と
な
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
や
ス
ポ
ー
ツ

活
動
を
や
っ
て
い
く
仕
組
み
が
増

え
る
こ
と
を
、
行
政
と
し
て
ど
う

仕
掛
け
て
い
く
の
が
良
い
の
か
、

よ
く
検
討
し
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
た

い
。橋

本 

昨
年
、
出
生
率
１
位
の
沖

縄
県
金
武
町
で
、
少
子
化
対
策
の

行
政
事
務
調
査
を
行
っ
た
。

　
金
額
に
差
は
あ
る
が
本
町
の
子

育
て
支
援
策
は
、
金
武
町
に
劣
っ

て
い
な
い
と
思
う
が
、
町
長
の
認

識
は
ど
う
か
。

町
長 

私
も
本
町
と
金
武
町
の
さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
支
援
を
対
比
し

て
み
た
が
、
大
き
な
見
劣
り
は
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

橋
本 

出
生
率
向
上
に
は
多
子
世

帯
の
経
済
支
援
が
セ
ッ
ト
だ
と
考

え
る
が
、
支
援
を
充
実
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長 

さ
ら
に
拡
充
と
い
う
考
え

は
持
っ
て
い
な
い
。

橋
本 

妊
娠
出
産
に
よ
っ
て
世
代

を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
は
尊
い
こ

と
だ
と
教
え
る
「
生せ

い

教
育
」
が
必

要
だ
。

大
西
教
育
長 

つ
な
が
り
続
け
る

命
の
尊
さ
と
か
自
己
の
生
き
方
な

ど
を
関
係
づ
け
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
大
切
で
、
保
健
体
育
な
ど
を
は

じ
め
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
行
っ
て
い
る
。

橋本　恒議員

定
住
対
策
に
「
住
」
の
支
援
を
充
実
せ

よ 

橋
本
　
恒
議
員

耐
震
性
の
な
い
住
宅
の
建
替
え
な
ど
の

支
援
を
研
究
し
て
い
る 

長
戸
町
長

（このQRコードから動画が
 ご覧いただけます）

生生
せいせい

教育の実践教育の実践
（赤ちゃんふれあい会）（赤ちゃんふれあい会）
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升
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議
員

升
井 

観
光
客
数
の
見
込
み
は
。

町
長 

予
定
し
て
い
る
本
町
の
観

光
入
込
客
数
は
46
万
5
0
0
0

人
。升

井 

受
け
入
れ
体
制
の
課
題

は
。町

長 

人
員
不
足
や
、
承
継
問
題

な
ど
に
よ
り
、
宿
泊
施
設
の
数
が

減
っ
て
い
る
こ
と
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
、
フ

リ
ー
Ｗ
ｉ
・
Ｆ
ｉ
に
対
応
す
る
店

舗
が
少
な
い
こ
と
。

升
井 

今
の
タ
ク
シ
ー
台
数
で
、

観
光
客
に
対
応
で
き
る
か
。

町
長 

需
要
が
増
え
れ
ば
事
業
者

が
検
討
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
年
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」

に
向
け
、
県
と
事
業
者
が
「
配
車

ア
プ
リ
」の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

升
井 

空
港
と
本
町
を
つ
な
ぐ
バ

ス
が
あ
れ
ば
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

え
る
と
思
う
が
ど
う
だ
。

町
長 

関
係
団
体
な
ど
と
協
議
を

進
め
た
い
。

升
井 

ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
は
、
普
通

免
許
で
運
転
で
き
、
複
数
人
乗
車

で
家
族
や
友
人
と
の
旅
行
に
適
し

て
い
る
。
検
討
し
て
み
て
は
。

町
長 

導
入
希
望
が
あ
れ
ば
、
町

で
何
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

升
井 

駅
で
困
っ
て
い
る
方
に
分

か
り
や
す
く
観
光
協
会
を
案
内
で

き
る
掲
示
物
を
作
ら
な
い
か
。

町
長 

わ
か
り
や
す
い
案
内
図
の

掲
示
を
Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
る
。

升
井 

岩
井
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
を
も
っ

と
す
べ
き
で
は
。

町
長 

外
国
語
に
対
応
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
立

ち
上
げ
な
ど
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
も
き
ち

ん
と
取
り
組
み
た
い
。

升
井 

移
住
者
数
の
動
向
を
伺

う
。大

西
企
画
財
政
課
長 

平
成
25
年

度
か
ら
5
年
度
ま
で
11
年
間
で
、

転
入
者
数
2
8
8
8
人
、
年
間

平
均
2
6
3
人
。
そ
の
う
ち
県

外
か
ら
9
8
0
人
、
年
間
平
均

89
人
。
県
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
で
は
約
60
％
の
定
着
率
で
あ

る
。升

井 

移
住
者
が
定
住
し
な
い
場

合
、
そ
の
原
因
は
何
か
。

町
長 

結
婚
や
就
職
な
ど
理
由
は

さ
ま
ざ
ま
で
、
生
活
の
不
便
さ
を

理
由
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
。升

井 

移
住
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
岩

美
暮
ら
し
に
な
じ
め
る
案
内
な
ど

で
き
て
い
る
か
。

町
長 

岩
美
町
の
暮
ら
し
の
便
利

帳
な
ど
本
町
の
暮
ら
し
が
で
き
る

よ
う
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

升井祐子議員

も
っ
と
岩
井
温
泉
の
Ｐ
Ｒ
を

 

升
井
祐
子
議
員

町
も
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
た
い

 

長
戸
町
長

（このQRコードから動画が
 ご覧いただけます）

移
住
者
が
岩
美
に
な
じ
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か 

升
井
祐
子
議
員

暮
ら
し
の
便
利
帳
な
ど
情
報
提
供
し
て

い
る 
長
戸
町
長

※
ト
ゥ
ク
ト
ゥ
ク
と
は
、
三
輪
自
動

車
に
、
簡
単
な
屋
根
が
付
い
て
い
る

乗
り
物
。

トゥクトゥク
（提供　トウマトゥクトゥクレンタル）

おためし住宅
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𠮷
田　
保
雄 

議
員

𠮷
田 

行
政
も
住
民
も
一
緒
に

な
っ
て
、
消
滅
可
能
性
の
自
治
体

か
ら
持
続
可
能
な
自
治
体
へ
の

変
貌
に
向
け
て
努
力
す
べ
き
と
思

う
。町

長 

現
在
、
38
の
集
落
に
担
当

職
員
を
配
置
し
、
町
内
９
地
区
の

地
区
総
括
に
管
理
職
を
配
置
し

て
、
行
政
と
町
民
の
皆
さ
ん
と

が
一
緒
に
な
っ
て
町
づ
く
り
を
行

う
、そ
う
い
っ
た
仕
組
み
の
中
で
、

「
住
み
続
け
た
い
町
」「
子
育
て
し

た
い
町
」「
移
住
し
た
い
町
」
と

な
る
よ
う
施
策
の
実
現
に
取
り
組

む
。

町
長
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

𠮷
田 
「
町
長
が
お
じ
ゃ
ま
し
ま

す
」の
企
画
で
、討
論
を
重
ね
て
い
る

が
、そ
の
内
容
の
行
政
の
対
応
は
。

町
長 

こ
れ
ま
で
に
６
回
お
招
き

い
た
だ
き
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

「
岩
美
ま
ち
づ
く
り
の
会
」

　
観
光
振
興
対
策
、
公
共
交
通
に

つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

　
観
光
振
興
対
策
に
つ
い
て
は
田

後
公
園
の
転
落
防
止
柵
を
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と

納
税
を
活
用
し
て
修
繕
す
る
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
町
営
バ

ス
の
運
賃
均
一
、一
部
デ
マ
イ
ン
ド

運
行
、
民
間
路
線
バ
ス
の
運
賃
補

助
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
を
開
始

し
た
。

「
岩
美
中
学
校
・
生
徒
さ
ん
」

　
空
き
家
を
活
用
し
た
町
づ
く
り

や
街
路
灯
整
備
に
よ
る
安
全
で
明

る
い
町
づ
く
り
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

を
い
た
だ
い
た
。

行
政
も
住
民
も
一
緒
に
な
っ
て
、
持
続

可
能
な
自
治
体
に
向
け
て
努
力
す
べ
き

 

𠮷
田
保
雄
議
員

行
政
と
町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
む 

長
戸
町
長

𠮷田保雄議員

（このQRコードから動画が
 ご覧いただけます）

𠮷
田 

全
国
の
孤
独
死
、
孤
立
死

の
方
の
数
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
独
居
老
人
の
方
の
支
援
の
取
り

組
み
は
。

町
長 

孤
独
死
が
な
い
町
を
め
ざ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守

り
支
援
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
訪
問
活
動
を
柱
に
し
て
、

看
護
師
と
保
健
師
が
定
期
的
に
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
郵
便
局
や
宅
配
事
業
者

に
よ
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
も
提
供

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
町
の
進
め
る
施
策
に
取
り
入
れ

た
い
。

「
蕪
島
集
落
」

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
助
成
制
度
を
設
け
た
。

　
ま
た
、
大
雨
の
時
の
排
水
改
良

に
つ
い
て
は
、
舗
装
を
し
直
し
恒

久
的
な
修
理
を
行
う
。

「
浦
富
地
区
自
治
会
」

　
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
提

案
を
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
浜
崖
対
策
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

政
策
の
優
先
順
位
を
判
断
し
、

議
会
と
も
相
談
の
上
、
実
施
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

認
知
症
の
方
・
独
居
の
方
の
支
援

に
つ
い
て

𠮷
田 

認
知
症
の
人
が
増
え
る
と

の
報
道
が
あ
る
。

　
認
知
症
の
患
者
さ
ん
や
家
族
の

支
援
を
ど
の
よ
う
に
強
化
す
る
の

か
。町

長 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
過
ご
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、　

介
護
、

福
祉
、
保
健
、
医
療
な
ど
の
機
関

と
連
携
し
て
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
に
設
け
て
い
る
。

　
ま
た
、
介
護
者
家
族
交
流
会
を

毎
月
一
回
開
催
し
、
介
護
す
る
方

が
集
ま
っ
て
悩
み
や
愚
痴
を
語
り

合
っ
た
り
、
講
師
の
方
か
ら
助
言

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
、
昨
年
は

１
０
４
名
が
受
講
さ
れ
て
い
る
。

　
い
つ
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

岩美中学校で「町長がおじゃまします」岩美中学校で「町長がおじゃまします」
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町制施行70周年を祝う町制施行70周年を祝う
町制施行 70周年記念式典が催されました
　７月１日（月）に岩美町制施行 70周年記念式典が中央公民館で開催され、約 200 人の関係者が出席し、
節目の年を盛大にお祝いしました。
　式典には、いわみふるさと大使の安田祥子さん、立川志の八さんをはじめ、中国駐大阪総領事館の薛剣総
領事、東京都武蔵野市の小美濃安弘市長、本町と姉妹都市の沖縄県国頭村の知花 靖村長などが来賓として出
席されました。
　また、町の発展のため各分野（自治、消防、教育、社会福祉、産業など）で尽力された功労者の方々 131人（団
体等含む）が表彰を受けられました。誠におめでとうございます。

町議会議員も表彰を受けました。

表　彰　区　分 氏　　名
自治功労 議 員 柳　正敏
自治功労 監 査 委 員 澤　治樹
一般功労 自治会役員 川口耕司
その他功労 スポーツ関係 田中伸吾 表彰を受けた町議会議員

自治功労表彰を受けられた自治功労表彰を受けられた
船木祥一　元議長船木祥一　元議長

岩美町議会の足あと
　昭和 29年７月１日、現在の９地区が合併し、県内最大の町「岩美町」として発足、歴史的なページを記し
ました。当時、世帯数は 3,704 世帯、人口は 20,582 人でした。

　70周年を迎えるにあたり改めて郷土岩美町のよりいっそうの進展のため、引き続き町民の皆さまの負託に
こたえるべく議員一同鋭意取り組みます。

議 　 会 　 年  　表
昭
和
29
年　
７
月
25
日
の
投
票
に
よ
り
新
議
員
35
人
が
誕
生
。

　
　
　
　
　
総
務
・
教
育
民
生
・
保
健
衛
生
・
経
済
土
木
の

　
　
　
　
　
四
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任
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員
会
を
設
置
。

昭
和
30
年　
６
月
に
総
務
・
教
育
民
生
・
経
済
土
木
の
三
常
任
委
員
会
に
改

　
　
　
　
　
め
る
。

昭
和
33
年　
議
員
定
数
（
26
人
）

昭
和
36
年　
役
場
の
機
構
改
革
に
あ
わ
せ
、
三
常
任
委
員
会
を
総
務
・
教
育

　
　
　
　
　
厚
生
・
産
業
建
設
と
改
め
る
。

昭
和
53
年　
議
員
定
数
（
22
人
）

平
成
２
年　
議
員
定
数
（
20
人
）

平
成
13
年　
議
会
に
市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。

平
成
14
年　
議
員
定
数
（
18
人
）

　
　
　
　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
議
会
は
「
単
独
存
続
す
る
」
こ
と
を

　
　
　
　
　
可
決
。

平
成
16
年　
一
般
質
問
の
方
法
を
一
問
一
答
方
式
に
変
更
。

平
成
17
年　
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。

平
成
18
年　
議
員
定
数
（
12
人
）

　
　
　
　
　
常
任
委
員
会
を
総
務
教
育
・
産
業
福
祉
の
二
常
任
委
員
会
に
改

　
　
　
　
　
め
る
。

平
成
22
年　
議
会
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
を
開
始
。

令
和
元
年　
一
般
質
問
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
配
信
開
始
。
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田
中　
克
美 

議
員

田
中 

特
別
の
事
情
が
あ
る
被
保

険
者
の
た
め
に
自
治
体
が
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
地
方
税

法
７
１
７
条
に
よ
る
国
保
税
の
減

免
は
、
町
長
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
と
理
解
す
る
が
ど
う
か
。

町
長 

保
険
税
軽
減
の
項
目
に
つ

い
て
、
条
例
に
規
定
す
る
か
ど
う

か
の
裁
量
権
は
町
に
あ
る
と
理
解

し
て
い
る
。

田
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全
国
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村
会
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
な
く
す
よ

う
国
が
強
制
す
る
こ
と
は
、
地
方

分
権
に
反
す
る
と
し
て
反
対
し
て

い
る
。

　
条
例
制
定
権
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
の
均
等
割
を
減
免
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
り
、
町
も
検
討
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

町
長 
国
保
の
均
等
割
は
、
制
度

の
欠
陥
と
理
解
し
て
お
り
、
国
が

田中克美議員

国
保
の
子
ど
も
の
均
等
割

独
自
に
減
免
を 

田
中
克
美
議
員

国
が
取
り
組
む
べ
き
も
の
だ

 

長
戸
町
長

デ
ジ
タ
ル
総
合
戦
略
で
は
や
れ
な
い
こ

と
が
お
こ
る 

田
中
克
美
議
員

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
と
ら
わ
れ
ず
す
す
め

た
い 

長
戸
町
長

取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
。

　
引
き
続
き
制
度
改
正
を
国
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
で
便
利
に
な
る
こ

と
は
活
用
し
た
い
。

取
り
組
む
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
で
全
て
が
解
決
す

仕
事
内
容
を
反
映
し
た
非
正
規
の
待
遇

を 

田
中
克
美
議
員

法
令
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
運
用
し
た
い

 

長
戸
町
長

田
中 

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
職
員
の
間
の
待
遇
差

と
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の
間
の

待
遇
差
が
あ
る
。

　
ど
ち
ら
の
場
合
も
、
待
遇
差
の

根
拠
は
勤
務
時
間
だ
け
で
あ
る

が
、
仕
事
の
内
容
を
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
待

遇
は
、
地
方
公
務
員
法
に
の
っ
と

り
町
条
例
で
定
め
て
い
る
と
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

田
中 

総
務
省
の
運
用
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
元
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

が
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

関
わ
る
こ
と
と
し
て
、
仕
事
の
内

容
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
検
討
す

べ
き
だ
。

町
長 

法
の
趣
旨
、
通
達
を
よ
く

理
解
し
て
運
用
し
た
い
。

（このQRコードから動画が
 ご覧いただけます）

田
中 

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
」
総
合
戦
略
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
に
特
化
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
交
付
金
の
対
象
に
な
ら
な
い
。

　
国
の
総
合
戦
略
に
の
っ
と
っ
た

自
治
体
で
は
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
計
画
・
運
営
す
る
の
は
企
業

で
あ
り
、
利
用
料
金
に
よ
っ
て
、

利
用
で
き
な
い
人
が
生
ま
れ
、
町

が
や
っ
て
き
た
こ
と
が
や
れ
な
く

な
る
恐
れ
も
あ
る
。　

　
町
と
し
て
し
っ
か
り
見
て
、
取

り
組
む
べ
き
だ
。

町
長 

人
口
減
少
対
策
に
関
す
る

施
策
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用

が
効
果
的
な
部
分
は
デ
ジ
タ
ル
活

用
に
関
す
る
内
容
を
記
載
し
、
従

来
か
ら
の
取
り
組
み
は
デ
ジ
タ
ル

活
用
に
と
ら
わ
れ
ず
に
す
す
め
た

い
。

　
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の
に

は
、
交
付
金
の
有
無
に
関
わ
ら
ず



いわみ議会だよりNo.16011

町制施行70周年を祝う町制施行70周年を祝う
町制施行 70周年記念式典が催されました
　７月１日（月）に岩美町制施行 70周年記念式典が中央公民館で開催され、約 200 人の関係者が出席し、
節目の年を盛大にお祝いしました。
　式典には、いわみふるさと大使の安田祥子さん、立川志の八さんをはじめ、中国駐大阪総領事館の薛剣総
領事、東京都武蔵野市の小美濃安弘市長、本町と姉妹都市の沖縄県国頭村の知花 靖村長などが来賓として出
席されました。
　また、町の発展のため各分野（自治、消防、教育、社会福祉、産業など）で尽力された功労者の方々 131人（団
体等含む）が表彰を受けられました。誠におめでとうございます。

町議会議員も表彰を受けました。

表　彰　区　分 氏　　名
自治功労 議 員 柳　正敏
自治功労 監 査 委 員 澤　治樹
一般功労 自治会役員 川口耕司
その他功労 スポーツ関係 田中伸吾 表彰を受けた町議会議員

自治功労表彰を受けられた自治功労表彰を受けられた
船木祥一　元議長船木祥一　元議長

岩美町議会の足あと
　昭和 29年７月１日、現在の９地区が合併し、県内最大の町「岩美町」として発足、歴史的なページを記し
ました。当時、世帯数は 3,704 世帯、人口は 20,582 人でした。

　70周年を迎えるにあたり改めて郷土岩美町のよりいっそうの進展のため、引き続き町民の皆さまの負託に
こたえるべく議員一同鋭意取り組みます。
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あ
る
町
の
議
員
が
「
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
あ
る
現
代
、

手
間
と
経
費
を
か
け
て
広
報
誌

を
発
行
す
る
意
味
が
あ
る
の
か
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
直
接
皆
様
に
届
け
ら
れ
る
広

報
誌
は
、
年
齢
や
ネ
ッ
ト
ス
キ

ル
に
関
係
な
く
読
む
こ
と
が
で

き
、
情
報
公
開
に
最
適
で
、
私

は
そ
の
存
在
価
値
は
今
後
も
変

わ
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
新

し
い
取
り
組
み
も
必
要
で
す
が
、

古
く
て
新
し
い
広
報
誌
、
町
民

が
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

な
広
報
誌
を
め
ざ
し
、
今
後
も

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

橋
本　
　
恒

編
集
後
記

議会だより調査特別委員会
【
発
行
責
任
者
】

議　
長

足
立　
義
明

委
員
長

橋
本　
　
恒

副
委
員
長

寺
垣　
智
章

委　
　
員

田
中　
克
美

委　
　
員

柳　
　
正
敏

委　
　
員

田
中　
伸
吾

委　
　
員

𠮷
田　
保
雄

委　
　
員

森
田　
洋
子

委　
　
員

升
井　
祐
子

意見交換会意見交換会のの参加者参加者ににインタビューインタビュー

中沢　政春さん

　岩美町に移住して 10年になりますが、海、山、温泉があって本当
に素晴らしいところです。
　人口も減少しつつあるという状況のなかで、本日の意見交換会など
でいろいろと話し合い、知恵を出し合いながらまちづくりが進んでい
くことを期待します。

Interview

福岡咲陽子さん

　東京に住んでいた時には、住民が「まちづくり」について話をするよ
うな機会はなかったので、はじめての経験であり、いろんな方の意見を
聞くことができて有意義でした。町のことに意見する場があって素晴ら
しいと思います。また、もっと若者に参加していただきたいとも感じま
した。今後もこのような機会があれば参加をしたいと思います。

Interview

山下　　修さん

　はじめてこのような企画に参加させていただきましたが、地域の方々
が集まって多くの意見が出て有意義な意見交換会でありました。
　議員の方々も大変かと思いますが、町政の活性化に向けて頑張って
いただきたいと思います。

Interview

　６月 23 日（日）、「町民と
議会との意見交換会」を行い
ました。強い雨の降るあいに
くの天候の中、申し込みされ
た町民の方にご参加いただ
き、ありがとうございました。
参加された方に感想をお聞き
しました。
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